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第 1２回中級ソフトウェア品質技術者資格試験記述式問題の解説 

 

※出題した問題の一部を解説付きで公開いたします。正しい知識の習得と理解の深耕に

ご活用ください。 

 

※中級ソフトウェア品質技術者資格試験の記述式問題の採点においては、唯一の正解との

適合のみをみるのではなく、受験者の意図を読み取って採点しています。 

 

 

■穴埋め問題 

空欄（  ）に入る適切な語句を解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

 

 

 

 

 

 

【問題】ソフトウェア品質保証の方法 

開発組織から、技術面、管理面、および財務面で（ ① ）した組織が実施する検証と妥

当性確認を（ ② ）という。NASA（米国航空宇宙局）での実践事例が有名である。 

 

【解答例】 

① 独立 

② IV&V (Independent V&V) 

 

【解説】 

検証と妥当性確認は Verification & Validation（V&V）の訳語であり、仕様適合性を確

認する Verification（検証）と，ニーズ充足性を確認する Validation（妥当性確認）とい

う観点の異なる 2 種類の評価活動の総称である。 

V&V の実施において評価の客観性を高めるには、開発組織の事情に縛られない活動と

する必要があり、V&V を実施する組織を開発組織から独立させる方法がとられる。この

独立（Independent）した組織による検証と妥当性確認のことを Independent V&V、あ

るいは IV&V と呼ぶ。 

独立の主な観点には、技術、管理及び財務の三つがある。技術面で独立することで、

新鮮な視点で、開発メンバーが見逃した問題を発見するなどの効果が期待できる。管理

面で独立することで、IV&V 組織は、活動の対象、技法、対象とする技術課題、スケジュ

ールを独自に決定でき、検出した問題や所見を何の制約も受けずに報告できる。財務面

で独立することで、開発組織の財務的な制約のために IV&V 活動が完了できないという

事態の防止を図ることができる。 

IV&V の実践例として、NASA（米国航空宇宙局）以外に、日本でも JAXA（宇宙航空
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研究開発機構）で IV&V が展開されている。 

誤った解答の例としては、①受託、選出、②V&V、第三者検証などがあった。V&V 活

動の客観性を高めるための組織面での考え方や用語とその意味を理解していただきたい。 

 

 

【問題】プロジェクトマネジメント 

組織が行う定常業務とプロジェクトを比較すると、プロジェクトの特徴は、明確な開

始と終了がある（ ① ）活動であることと、その中で（ ② ）成果物またはサービ

スを創出することの 2 点である。 

 

【解答例】 

① 有期（「期間が決まっている」という意味であればよい） 

② 独自の、特定の要求事項に適合する（「固有の」など、独自の意味であればよい） 

 

【解説】 

プロジェクトマネジメントとは、品質やコスト、納期などの制約のもとで個々のプロ

ジェクトの目標を達成するための計画立案や実行管理を行うことである。ますます大規

模かつ複雑化している情報システムや組込み製品の分野など、あらゆるシステムの構築

にプロジェクトマネジメントが欠かせないことから、各種プロジェクトマネジメント手

法導入の必要性が高まっており、PMBOK や ISO 10006 のような知識体系や規格が整備

されている。 

さて、プロジェクトの特徴は、組織における定常業務と比較すると理解しやすい。定

常業務とは、恒常的にルーチン（繰り返し）で行う作業である。一方、プロジェクトと

は、ある目標の達成を企図した有期の活動である。つまり期間が終了すれば解散して終

わることとなる（またはなんらかの事情により途中で中止する場合もある）。そして、プ

ロジェクトで創出される成果物またはサービスはそのプロジェクト独自なモノ、固有な

モノとなる。過去と類似したモノになる可能性もあるが、ハードウェアの大量生産のよ

うにまったく同じモノになることはない。逆にまったく同じモノを産み出すのであれば、

プロジェクトとして扱う必要はない。 

誤った解答の例としては、①単発的、定期的、一時的、②価値のある、顧客のある、有用な

などがあった。前述したように、独自性のない継続的に行う仕事は定常業務と呼ばれるが、「価値

のある」「顧客のある」「有用な」定常業務も存在する。一方、プロジェクトは、独自の製品、 サ

ービス、所産を創出するために実施される有期性の業務であり、期限内にプロジェクトの目的を

達成する活動である。解答は、穴埋め部分の文章のみに着目するのではなく、「定常業務

と比較した場合に、プロジェクトの特徴は何か？」という本問題の主旨を踏まえたもの

である必要がある。定常業務と比較したプロジェクトの特徴を改めて理解しておいてい

ただきたい。 
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■説明問題 

設問の指示に従って、解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【問題】構成管理 

A と B、二つのバージョンを並行開発している。システムを構成するソフトの一部を最

新版に更新しようとしたところ、A ではうまくいったが、B ではうまくいかなかった。 

調べたところ、当初「親プログラム」に含めて実装していた内部手続き（サブルーチ

ン）を、途中から共有ライブラリにしたことに起因して発生したことが分かった。 

なぜ、うまくいくケースとうまくいかないケースが生じたか、考えられる管理上の要

因を異なる観点から具体的に二つ、それぞれ 25 字程度で述べよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

 

                         

                         

 

                         

                         

 

【解答例】 

・構成管理システムから最新版を取得していない。（22 字） 

・共有ライブラリの変更が構成管理に反映されていない。（25 字） 

・関連チーム間で共有ライブラリを変更管理していない。（25 字） 

・共有ライブラリへの変更を理解していない人がいる。（24 字） 

・変更管理委員会で構成変更による影響分析をしていない。（26 字） 

 

【解説】 

構成管理と変更管理の必要性や本質を把握できているかどうかを問う問題である。 

構成管理とは、ライフサイクルを通じてソフトウェア作業成果物（ドキュメントやソー

スコードなど）、および、それ以外のシステムを構成する要素（OS やフレームワーク、

データベース、開発環境、場合によってはハードウェアを含むことがある）を識別し、

その組み合わせの関係と変化を管理し、特定の時点における追跡を可能とすることであ

る。構成管理を行うことにより、目的に対して正しいソフトウェア成果物の構成を得る

ことができるため、取り出しミスや認識の不一致などによる損失や手戻りを防止できる。

また、任意の時点の版を再現できるため、障害発生時の現象を再現し、原因を調査しや

すくなるなど、大きなメリットがある。 

  変更管理は、構成管理下の構成要素を変更するためのアクティビティであり、提案さ

れた変更要求を吟味し、確実に構成管理システムへ反映することを目的とする。変更要

求の吟味に当たっては、影響分析が重要であり、変更要求による既存資産への影響、変

更によるリスクや副作用、現在進行中のプロジェクトへの影響などを分析する。 

  本問題では、考えられる管理上の要因を異なる観点から二つ述べることが求められて

いるので、構成管理上の観点と変更管理上の観点のそれぞれから、本問題を発生させた

・ 

・ 
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要因を考察すると、正解に到達しやすいだろう。「構成管理」、「変更管理」などのキーワ

ードを盛り込んで解答することがポイントである。一方、教育不足やコミュニケーショ

ン不足など、本問題以外にも通用する汎用的な問題点の解答は、出題の意図に対する的

確な解答とは言えないため、満点を得られないので注意が必要である。また、うまくい

かない原因の都合の良い推定（例：共有ライブラリを設定してはいけなかったなど）は、

得点を得られない。 

  構成管理は、現在のソフトウェア開発では欠かせないものであるため、本問題は高正

答率を期待していたが、実際は低かった。構成管理や変更管理について、そのための管

理用ツールの活用も含め、現場での実体験を踏まえて正しく理解している方が少ないの

ではないかと推察する。構成管理および変更管理の目的と効果を再確認し、単に決めら

れたフォルダへ最新版のソースコードを格納するだけのルールで実施できることとの本

質的な違いを理解していただきたい。そして、本問題で述べたような事故を未然に防止

していただきたい。 
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■解説問題 

設問の指示に従って、解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【問題】 

ある情報システム開発プロジェクトにおいて、現在システム総合試験の最終段階にあ

る。サービス開始を 2週間後に控え、サービスを提供できるかどうかを判断する会議（サ

ービス開始判定会議）が行われることになった。 

このプロジェクトでは、設計、製造、試験の途中で、仕様問題やバグの多発に加え、

現システムの保守・運用グループからの問題提起などがあり、これらの問題を解決しつ

つ、ようやくサービス開始にこぎつけるところまで来た。会議にあたって、品質担当と

しての懸念事項をリストアップしてほしいとの要請があった。 

品質面から見てチェックすべき具体的なポイントのうち、以下の三つはすぐに考え付

いた。これ以外の具体的なポイントを 3項目挙げ、それぞれ 50字程度で述べよ。 

 

①システム総合試験で行うべき試験項目の完了見通しはあるか？   

②残存バグは 2週間程度で修正・確認できるか？ 

③原因がわからない、再現しない未解決バグがある場合、その扱いは決めてあるか？ 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答例】 

① バグの摘出は十分に収束状態にあり、影響度の大きいバグが直近で摘出されていない

か？（41字） 

② システム稼働開始直後が最も障害が発生しやすいため、稼働直後の保守・障害対応の
体制は整っているか？（49字） 

③ 現行のサービスマニュアルに問題解決の結果を正しく反映したか？この変更への対
応はサービス開始までに間に合うか？（55字） 

④ 新システムに移行するにあたり、残課題は解決されているか？また、コンティンジェ
ンシープランを策定済みか？（52字） 

 

【解説】 

問題の狙い： 

    「情報システム開発プロジェクト」の「システム総合試験の最終段階」で、かつ「サ
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ービス開始まで 2 週間」という状況において、サービス開始判定を行う場合に、品質面

で確認しておくべき事項を問う問題である。その際、これまでの開発における経緯や現

システムの存在など、このプロジェクトにとっての不安な点をおさえた上で、サービス

を開始したあとのリスクを想定する必要がある。また、システムが稼働し、サービスを

開始した後に生じる問題とその対策についての理解も問うている。 

 

解答のポイント： 

   情報システムのサービス開始直前に確認すべき項目は、以下のようにサービス開始日

前後で時系列的に整理し、リストアップすると分かりやすい。 

 

《サービス開始前》 

① 未完了の作業・部分に対する見通しや扱い 

② 開発中に問題の多かった部分に対する最終的な念押し確認 

 

《サービス開始当日》 

現システムからの移行やシステムの切替作業など、稼働日当日に向けた準備状況の確認 

 

《サービス開始後》 

サービス開始直後、また開始後一ヵ月以内など短期間のうちに起こる可能性の高い障害

への備え、準備状況の確認 

  

懸念事項として挙げるべき、具体的な確認ポイントについて述べる。 

《サービス開始前》の①に関しては、問題文に挙がっているシステム総合試験の完了見通

しや残存バグの状況、未解決バグの扱いの他に、システム総合試験のバグの収束状況や

試験項目の十分性の最終確認などが考えられる。②に関しては、プロジェクト混乱時期

があったため、見切りで進めたと想定される工程の残課題の対応確認や、保守・運用グ

ループからの問題提起による設計変更の反映確認、などが挙げられる。 

《サービス開始当日》については、開始当日の作業の準備状況を確認する。特に移行につ

いては、現行システムが直前まで稼働していることが想定されるため、当日蓋を開けて

みなければ分からない部分もあり、リハーサルによる十分な事前確認と、入念な準備が

必要となる。 

《サービス開始後》については、まずサービス開始直後に各種トラブルが発生する可能性

が高いことから、その際の連絡体制・即時解析の体制が整っていることを確認すべきで

ある。また、サービス開始直後に発生しやすいトラブルとして、性能、使用性の問題に

よる問合せの多発などが考えられるため、それらに向けた対処として、性能テストの最

終的な実施、および結果確認や、ユーザトレーニングの状況、もしくはサービスデスク

の準備状況について確認しておく必要がある。 

 

    上記のような、サービス開始日前後に開発・運用チームが行う事項という観点の他に、

開始判定そのものの基準の決定プロセスや整備状況、また判定の結果、開始が NG とな

った場合の顧客への説明プランが検討されているかなど、開始判定のマネジメントに関

する回答についても、正答とした。 
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不十分な解答の特徴の例： 

・問題文に挙がっている 3 例と、ほぼ同義の回答。 

・本問題は「情報システムのサービス開始前」に関する出題であるが、「ソフトウェア

製品の出荷前」を想定とした懸念となっている回答。 

・サービス開始前ではなく、計画段階、設計段階で確認する内容の回答。 

    例）現行システムとの差異が洗い出され、テストされているか？ 

発生した不具合の原因分析が行われ、類似調査や影響範囲の確認がなされている

か？ 

・サービス開始判定における懸念事項として具体的ではない回答。 

    例）サービス開始後に発生しうるリスクについて対応策が検討できているか？ 

 

以上 


